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「
第
48
回
島
内
一周
駅
伝
競
走
大
会
」
が
11
月
17
日
、
役
場
前
を
発

着
点
と
し
て
県
道
を
反
時
計
回
り
に
走
る
15
区
間
（
33
・
17
キ
ロ
）
で

開
催
さ
れ
た
。
大
会
に
は
、全
10
体
協
11
チ
ー
ム
の
参
加
が
あ
り
、次
々

と
首
位
が
入
れ
変
わ
る
激
戦
の
末
、
Ａ
ク
ラ
ス
は
、
湾
体
協
が
２
時
間

６
分
３
秒
の
記
録
で
15
年
ぶ
り
３
回
目
の
優
勝
。
Ｂ
ク
ラ
ス
は
、
昨
年
の

タ
イ
ム
を
６
分
７
秒
短
縮
し
た
志
佐
体
協
が
優
勝
し
た
。
集
落
の
威
信

と
己
の
誇
り
を
懸
け
力
走
す
る
選
手
の
応
援
に
、
沿
道
に
は
大
勢
の
観

客
が
詰
め
か
け
、
盛
ん
に
声
援
を
送
って
い
た
。

【
序
盤
＝
１
区
〜
５
区
】

　

緊
迫
し
た
雰
囲
気
の
中
、
午
後

一
時
に
号
砲
が
鳴
り
響
き
、
各
体

協
か
ら
選
ば
れ
た
小
学
生
女
子
が一

斉
に
出
走
。
島
内
一
周
駅
伝
競
走

大
会
が
ス
タ
ー
ト
し
、
熱
戦
の
火
ぶ

た
が
切
って
落
と
さ
れ
た
。

　

１
区
は
混
戦
の
中
、
赤
連
池
治

A
・
初
く
る
み
が
ト
ッ
プ
で
襷
を
繋

ぎ
好
ス
タ
ー
ト
を
切
る
。

　

２
区
、
志
佐
・
榮
悠
大
が
圧
巻

の
６
人
抜
き
で
一
気
に
ト
ッ
プ
に
浮

上
す
る
。

　

３
区
、
志
佐・操
珠
理
の
快
走
で
、

さ
ら
に
後
続
を
引
き
離
し
、
４
区

へ
襷
を
繋
ぐ
。

　

４
区
、
赤
連
池
治
A
・
八
木
敏

文
が
3
人
抜
き
、
４
位
か
ら
再
び

首
位
へ
。

　

５
区
、
ト
ッ
プ
で
襷
を
も
ら
っ
た

赤
連
池
治
A
・
清
水
菜
々
美
は
区

間
記
録
ま
で
1
秒
と
迫
る
好
走
を

み
せ
る
。
２
位
湾
体
協
と
の
差
を

54
秒
ま
で
広
げ
、
5
連
覇
に
向
け

て
激
走
す
る
。

【
中
盤
＝
６
区
〜
10
区
】

　

６
区
は
、
各
体
協
の
エ
ー
ス
ク
ラ

ス
が
競
う
最
長
区
間
。
藤
森
久
貴

の
力
走
で
、
虎
視
眈
々
と
先
頭
を

狙
っ
て
い
た
湾
体
協
が
初
め
て
ト
ッ

プ
に
立
つ
。
ま
た
、
後
続
も
激
し

く
順
位
が
入
れ
替
わ
り
、
中
央
・

積
山
寿
久
が
５
位
か
ら
３
人
抜
き

の
快
走
で
2
位
へ
。
ト
ッ
プ
を
走
る

湾
体
協
を
猛
追
す
る
。

　

７
区
、
湾
体
協
は
そ
の
ま
ま
ト
ッ

プ
を
死
守
。
し
か
し
、
後
続
に
は

変
化
が
あ
り
、
3
位
を
走
って
い
た

志
佐
・
竹
下
耕
大
が
前
を
走
る
中

央
体
協
を
抜
き
、
２
位
へ
浮
上
し

た
。

　

８
区
に
突
入
し
て
も
湾
体
協
の

勢
い
は
止
ま
ら
ず
、
中
園
竜
矢
が

２
位
を
走
る
志
佐
と
の
差
を
53
秒

に
広
げ
た
。

　

９
区
、
３
位
で
襷
を
も
ら
っ
た
岩

川
将
武
は
区
間
賞
の
激
走
で
、
赤

連
池
治
A
を
三
度
目
の
首
位
に
導

い
た
。

　

10
区
、
湾
体
協
・
重
村
大
和
が

区
間
賞
の
走
り
で
3
人
抜
き
、
再

び
ト
ッ
プ
へ
返
り
咲
く
。
今
年
は
、

目
ま
ぐ
る
し
く
首
位
が
入
れ
替
わ

る
激
し
い
展
開
と
な
り
、
レ
ー
ス
は

い
よ
い
よ
終
盤
戦
へ
。

【
終
盤
11
＝
区
〜
15
区
】

　

11
区
、
い
ま
だ
湾
体
協
が
首
位

を
堅
守
。
2
位
赤
連
池
治
A
に

27
秒
差
で
12
区
へ
。

　

12
区
、
赤
連
池
治
A
・
岩
川
武

蔵
の
区
間
賞
の
快
走
で
4
度
目
の

首
位
へ
。
５
連
覇
へ
の
意
地
を
み
せ

る
。
2
位
湾
体
協
と
の
差
は
49
秒
。

　

13
区
、
赤
連
池
治
Ａ
は
そ
の
ま

ま
首
位
を
キ
ー
プ
す
る
。
３
位
を

走
っ
て
い
た
志
佐
・
奥
田
江
里
が
追

走
を
み
せ
、
前
を
行
く
湾
体
協
を

抜
き
２
位
へ
。
首
位
赤
連
池
治
Ａ

と
3
位
の
湾
体
協
と
の
差
は
47
秒
。

　

14
区
、
い
ま
だ
赤
連
池
治
Ａ
は

先
頭
を
走
る
。
３
位
湾
体
協
の
政

木
翔
太
は
前
を
行
く
志
佐
を
抜
き

2
位
に
順
位
を
上
げ
る
。
首
位
赤

連
池
治
A
と
2
位
湾
体
協
の
差

は
39
秒
。
戦
い
は
雌
雄
を
決
す
る

最
終
区
へ
。

　

15
区
、
こ
こ
に
ド
ラ
マ
が
待
って
い

た
。
昨
年
、
ゴ
ー
ル
テ
ー
プ
直
前
で

追
い
抜
か
れ
た
悔
し
さ
を
バ
ネ
に一

年
間
、
毎
日
か
か
さ
ず
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
を
積
ん
で
き
た
と
い
う
湾
体
協
・

前
底
浩
千
は
ゴ
ー
ル
前
約
５
０
０

㍍
で
前
を
行
く
赤
連
池
治
A
を

捕
ら
え
る
と
す
ぐ
さ
ま
追
い
抜
き
、

そ
の
ま
ま
笑
顔
で
ゴ
ー
ル
に
飛
び
込

ん
だ
。
２
位
は
、
27
秒
差
で
赤
連

池
治
。
３
位
は
、
ト
ッ
プ
か
ら
１
分

14
秒
差
で
志
佐
。
４
位
以
降
は
４

頁
に
掲
載
。

　

優
勝
に
つい
て
吉
行
昭
仁
監
督
は

「
区
間
賞
は
1
区
間
だ
け
だ
っ
た

が
、
総
合
力
で
優
勝
で
き
た
。
15

年
ぶ
り
の
優
勝
を
選
手
と
集
落
民

み
ん
な
で
喜
び
た
い
」
と
満
面
の
笑

み
で
語
っ
た
。（
※
文
章
中
は
敬
称

略
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。）

　Aブロックは湾体協が15年ぶりV　Aブロックは湾体協が15年ぶりV
　Ｂブロックは志佐体協が優勝！　Ｂブロックは志佐体協が優勝！
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 各中継所順位

A

B

１区　小学女子　1.20km（町体育館前バス停）
１位 初　くるみ 赤連池治 A    ４分 17秒
２位 体岡　天音 中央    ４分 21秒
３位 若松　　杏 湾体協    ４分 23秒
２区　中学男子　2.83km（荒木バス停前）
１位 吉原丈一郎 小野津       ９分 27秒
２位 榮　　悠大 志佐    ９分 31秒
３位 東　龍之介 中央  9 分 45秒
３区　高校女子　1.70km（手久津久集落）
１位 築　　彩香 中里連合     ６分 44秒
２位 操　　珠理 志佐     ６分 57秒
３位 森　こはる 中央      7 分 02 秒
４区　40才以上男子　1.78km（上嘉鉄地区センター前） 
１位 八木　敏文 赤連池治 A    ６分 09秒
２位 藤原　輝行 早町        ６分 20秒
３位 前川　　覚   赤連池治 B    ６分 35秒
５区　中学女子　1.59km（先山集落）
１位 清水菜々美   赤連池治 A        ５分 33秒
２位 平　英里香 赤連池治 B    ５分 40秒
３位 上園田ゆき乃 嘉手浦       6 分 03 秒
 ６区　一般男子　3.78km（阿伝田中商店前）     
１位 前島　将太 嘉手浦 13分 38秒
２位 吉田　圭志 阿伝    14 分 20秒
３位 積山　寿久 中央  14 分 28秒
７区　中学男子　2.00km（嘉鈍集落）             
１位 市川　　凌  中里連合      ７分 34秒
２位 竹下　耕大 志佐    ７分 36秒
３位 石原　春樹 湾体協       ７分 38秒
８区　高校男子　2.19km（早町郵便局前）         
１位 久保　謙太 赤連池治A     ７分 24秒
２位 中園　竜矢 湾体協      ７分 26秒
３位 安岡　真平 赤連池治B    ７分 44秒

９区　中学男子　2.70km（三原～佐手久線入口前） 
１位 岩川　将武 赤連池治A       ９分 01秒
２位 西　　真生 志佐     ９分 37秒
３位 川畑　龍斗 荒木     ９分 57秒
10 区　小学男子　1.40km（志戸桶前田商店前）     
１位 重村　大和  湾体協        ４分 59秒
２位 榮　　健生 志佐        ５分 07秒
３位 向井　大賀 中里連合    ５分 20秒
11 区　一般男子　3.00km（前金久旧公民館前）   
１位 生島　常智  嘉手浦  11 分 21秒
２位 玉岡　　悟 中央    12 分 17秒
３位 恵　　勇斗 中里連合  12 分 19秒
12 区　高校男子　3.56km（伊砂大成無線前）       
１位 岩川　武蔵 赤連池治A  11 分 46秒
２位 梅　　龍翔  嘉手浦    12 分 29秒
３位 栄　　元太  志佐      12 分 35秒
13 区　一般女子　1.00km（旧坂嶺小西門前）       
１位 豊原　周子 中央       ３分 47秒
２位 奥田　江里 志佐    4 分 00 秒
３位 勝田　夏樹 小野津    4 分 09 秒
14 区　30 才以上男子　2.80km（高校正門前）
１位 高野　惟樹  早町  10 分 26秒
２位 稲森　優太 嘉手浦  10 分 28秒
３位 政木　翔太 湾体協  10 分 39秒
15 区　45 才以上男子　1.64km
１位 遠藤　浩文 志佐    ６分 16秒
２位 前底　浩千 湾体協        ６分 19秒
３位 松本　　望  早町        ６分 22秒
（　）内は各中継地点
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【Ｂクラスの部】
優　勝   志　佐 ２時間 07分 17秒  

【Ａクラス】湾体協、赤連池治Ａ、荒木、嘉手浦、
早町

【Ｂクラス】赤連池治Ｂ、中里連合、阿伝、
小野津、志佐、中央

【総合の部】
優勝   湾体協    ２時間 06分 03秒  
２位   赤連池治 A         ２時間 06分 30秒  
３位   志佐      ２時間 07分 17秒  
４位   嘉手浦      ２時間 09分 32秒  
５位   中里連合         ２時間 11分 42秒  
６位   中央     ２時間 12分 22秒  
７位   荒　木    ２時間 12分 30秒  
８位   早　町         ２時間 17分 53秒  
９位   赤連池治 B         ２時間 18分 28秒  
10 位   小野津      ２時間 26分 20秒  
11 位   阿　伝         ２時間 30分 03秒  

大会成績（平成 15年～）
H15 38 回 湾Ｂ      1 時間 56分 59秒    
H16 39 回 上嘉鉄Ａ  1 時間 55分 54秒    
H17 40 回 湾 B       1 時間 55分 30秒    
H18 41 回 上嘉鉄Ａ  1 時間 58分 52秒    
H19 42 回 上嘉鉄Ａ  1 時間 58分 53秒    
H20 43 回 上嘉鉄Ａ  1 時間 59分 58秒    
H21 44 回 赤連池治  2 時間 01分 29秒    
H22 45 回 赤連池治  2 時間 01分 17秒    
H23 46 回 赤連池治A 2 時間 01分 53秒    
H24 47 回 赤連池治A 2 時間 01分 10秒    
H25 48 回 湾体協 2時間 06分 03秒

平成元年以降の優勝回数
湾B 上嘉鉄A 湾 C 湾 A 早町
10回 ６回 ４回 ３回 ２回
＊湾Bは現在の赤連池治
　湾Cは現在の中里連合

スタート直前 ! 緊張の瞬間スタート直前 ! 緊張の瞬間 選手宣誓を行った阿伝体協吉田靖さん選手宣誓を行った阿伝体協吉田靖さん

15 年ぶりに湾体協が V達成！！　閉会式終了後に役場コミュニティーホールにて記念撮影15 年ぶりに湾体協が V達成！！　閉会式終了後に役場コミュニティーホールにて記念撮影
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駅伝大会スナップ写真駅伝大会スナップ写真

襷を持ってラストスパー襷を持ってラストスパー
ト・５区中学女子ト・５区中学女子

40 歳代男子から中学女子40 歳代男子から中学女子
へ・第４中継所へ・第４中継所 号砲が鳴り響き、一区小学女子が一斉にスタート！号砲が鳴り響き、一区小学女子が一斉にスタート！

中学女子から6区エース中学女子から6区エース
区間へ・第５中継所区間へ・第５中継所

6区（3.78㌔）走者で最高6区（3.78㌔）走者で最高
齢 53歳の叶義継さん（右）齢 53歳の叶義継さん（右）
　　　　　・第５中継所　　　　　・第５中継所

７人抜きの快走をみせた７人抜きの快走をみせた
吉原くん・２区中学男子吉原くん・２区中学男子

し烈なトップ争いを演じるし烈なトップ争いを演じる
　　　　・２区中学男子　　　　・２区中学男子

力強く出走・第７中継所力強く出走・第７中継所
後続も激しい戦い後続も激しい戦い
　　　　・7区中学男子　　　　・7区中学男子

中学男子から高校男子中学男子から高校男子
へ・第７中継所へ・第７中継所

下りを利用してスパート下りを利用してスパート
だ・8区高校男子だ・8区高校男子

あとは任せろあとは任せろ
　　　　・第３中継所　　　　・第３中継所

死力を尽くして襷をつなぐ死力を尽くして襷をつなぐ
　　　　　・第３中継所　　　　　・第３中継所

高校女子から40 歳以上高校女子から40 歳以上
男子へ・第３中継所男子へ・第３中継所

３位争いを展開する３位争いを展開する
　　　　・３区高校女子　　　　・３区高校女子
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駅伝大会スナップ写真駅伝大会スナップ写真

トップをひた走るトップをひた走る
　・14 区 30 歳以上男子　・14 区 30 歳以上男子

襷をお願い！！襷をお願い！！
　　　・13 区一般女子　　　・13 区一般女子

高校男子から一般女子へ高校男子から一般女子へ
　　　　・第 12 中継所　　　　・第 12 中継所

「がんばれ！！」力になる家「がんばれ！！」力になる家
族らの声援族らの声援
　　　　・10 区小学男子　　　　・10 区小学男子

中学男子から小学男子中学男子から小学男子
　　　　　・第９中継所　　　　　・第９中継所

死力をふりしぼり力走死力をふりしぼり力走
　・14 区 30 歳以上男子　・14 区 30 歳以上男子

力走をみせる選手に声力走をみせる選手に声
援・10 区小学男子援・10 区小学男子

残りの力をふりしぼりラスト残りの力をふりしぼりラスト
スパートだ・10区小学男子スパートだ・10区小学男子

全チーム完走で第48回島全チーム完走で第48回島
内一周駅伝は幕を閉じた内一周駅伝は幕を閉じた

笑顔で優勝のテープを切笑顔で優勝のテープを切
る前底さんる前底さん

集落の先輩から後輩へ集落の先輩から後輩へ
　　　　・第 11 中継所　　　　・第 11 中継所

トップで襷を繋ぐ湾体協トップで襷を繋ぐ湾体協
　　　　・第 11 中継所　　　　・第 11 中継所

今年も最終区で出場・最年長昭和 25 年生の今年も最終区で出場・最年長昭和 25 年生の
福原安成さん（左）・福井一臣さん（右）福原安成さん（左）・福井一臣さん（右）

見事区間賞をマークした見事区間賞をマークした
豊原さん・13 区一般女子豊原さん・13 区一般女子

一般男子から高校男子一般男子から高校男子
へ・第 11 中継所へ・第 11 中継所
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日
目
は
神
様
へ
の
祈
願
で
は
な
く
、「
は
な
び
ら

き
」
と
称
し
た
慰
労
会
が
行
わ
れ
、
初
日
に
忌

中
の
た
め
参
加
で
き
な
か
っ
た
人
達
も
加
わ
り
、

余
興
、
カ
ラ
オ
ケ
、
島
唄
、
八
月
踊
り
な
ど
で
大

い
に
楽
し
み
毎
年
盛
り
上
が
り
を
み
せ
る
。

集
落
性

　

集
落
民
の
気
質
は
総
じ
て
勤
勉
で
努
力
家
で

あ
る
た
め
、
多
く
の
成
功
者
を
集
落
か
ら
輩
出

し
て
い
る
。
ま
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
精
神
が
旺
盛
で
、

集
落
作
業
な
ど
に
積
極
的
に
参
加
す
る
。

神
社

●
松
尾
神
社

　

松
尾
神
社
は
農
業
守
護
の
神
と
し
て
崇
敬
さ

れ
て
い
る
。
神
社
は
伊
八
た
め
池
の
東
端
か
ら
始

ま
る
急
斜
面
の
山
道
を
１
５
０
㍍
ほ
ど
登
り
、
一

端
下
っ
た
先
に
鳥
居
が
あ
る
。
そ
の
鳥
居
か
ら
急

斜
面
の
参
道
を
約
90
㍍
登
っ
た
所
に
石
塔
が
祀
ら

れ
て
い
る
。

●
保
食
神
社

　

保
食
神
社
は
農
業
の
神
と
し
て
崇
敬
さ
れ
て

お
り
、
伊
八
た
め
池
と
新
た
め
池
と
の
中
間
の
小

高
い
丘
に
あ
る
念
辻
公
園
の
南
西
側
に
位
置
す

る
。
社
は
な
く
鳥
居
と
石
塔
が
あ
る
の
み
。

●
観
音
神
社
（
ド
ゥ
ン
マ
）

　

集
落
の
中
心
付
近
に
位
置
す
る
こ
の
神
社
は
、

弁
財
天（
琵
琶
を
持
っ
た
女
神
様
）を
祀
って
い
る
。

弁
財
天
は
音
楽
、
弁
舌
、
航
海
安
全
を
司
る
神

で
別
名
、
水
の
神
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。
昔
、
こ
の

神
社
前
は
「
ハ
ー
」
と
呼
ば
れ
、
豊
富
な
水
量
を

利
用
し
て
水
浴
び
や
洗
濯
な
ど
が
行
わ
れ
、
集
落

民
が
寄
り
集
ま
る
憩
い
の
場
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、

い
ま
で
は
そ
の
水
流
は
途
絶
え
て
い
る
。

観
光
名
所
な
ど

●
念
辻
公
園

　

集
落
の
東
の
小
高
い
丘
の
上
に
あ
る
公
園
で
、
見

晴
ら
し
が
良
く
、
眼
下
に
は
伊
八
た
め
池
が
、
ま

概
要

　

人
口
１
３
９
人
、
世
帯
数
76
世
帯
（
平
成

25
年
10
月
末
現
在
）。「
百
の
台
」
の
南
西
方

面
に
位
置
し
、
集
落
の
中
心
は
海
抜
78
㍍
に

あ
る
。
言
い
伝
え
に
よ
る
と
、
以
前
、
川
嶺

集
落
は
３
カ
所
の
水
場
を
中
心
に
し
て
３
集
落

が
構
成
さ
れ
て
い
た
が
、
度
重
な
る
台
風
被
害

に
備
え
る
た
め一致
団
結
。
互
い
に
寄
り
集
ま
っ

て
で
き
た
の
が
現
在
の
川
嶺
集
落
だ
と
い
う
。

　

集
落
内
は
１
号
か
ら
6
号
（
現
在
は
4
号

が
な
い
）
に
分
け
ら
れ
、
各
号
に
組
長
と
組

長
補
佐
役
の
班
長
を
置
い
て
い
る
。

特
色
あ
る
集
落
行
事

●
六
月
燈

　

集
落
内
に
は
3
つ
の
神
社
が
あ
り
、
す
べ
て

の
神
社
で
六
月
燈
が
行
わ
れ
る
。
観
音
神
社

（
ド
ゥ
ン
マ
）
は
、
旧
暦
６
月
18
日
。
保
食
神

社
は
翌
日
６
月
19
日
に
行
わ
れ
、
五
穀
豊
穣

な
ど
を
祈
願
す
る
。
松
尾
神
社
は
旧
暦
6
月

12
日
、
神
社
が
高
台
に
位
置
す
る
た
め
近
く

の
念
辻
公
園
で
行
わ
れ
る
。

●
念
辻
遊
び

　

旧
暦
８
月
19
日
に
行
わ
れ
る
祭
事
。
昔
は
子

供
達
に
よ
る
相
撲
、
綱
引
き
な
ど
が
行
わ
れ
大

変
賑
や
か
で
あ
っ
た
が
、
今
は
各
々
が
持
ち
寄
っ

た
料
理
を
食
べ
、
お
酒
を
酌
み
交
わ
し
な
が
ら

語
り
合
い
、最
後
に
八
月
踊
り
を
行
なって
い
る
。

●
松
尾
神
社
豊
年
祭
（
島
遊
び
）

　

旧
暦
９
月
12
日
と
13
日
の
2
日
間
に
わ
た
っ

て
行
わ
れ
る
祭
り
。
初
日
は
、
松
尾
神
社
の

神
様
へ
の
感
謝
と
五
穀
豊
穣
の
祈
願
の
た
め

に
、
八
月
踊
り
や
、
子
供
達
に
よ
る
奉
納
相

撲
な
ど
が
盛
大
か
つ
賑
や
か
に
行
わ
れ
る
。
2

た
遠
く
を
眺
め
れ
ば
東
シ
ナ
海
が
広
が
り
、
天
気

が
いい
日
に
は
遠
く
徳
之
島
の
島
影
を
見
る
こ
と
が

で
き
る
。
夏
場
に
は
涼
し
い
風
が
吹
き
ぬ
け
、ガ
ジュ

マル
の
下
で
集
落
民
が
憩
う
姿
が
見
受
け
ら
れ
る
。

●
戦
跡

　

念
辻
公
園
の
東
側
に
、
太
平
洋
戦
争
中
に
喜

界
島
派
遣
を
命
じ
ら
れ
た
海
軍
佐
世
保
鎮
守
府

司
令
部
設
営
隊
（
宮
本
部
隊
）
が
守
備
し
て
い
た

ト
ー
チ
カ
が
あ
る
。
こ
の
岩
場
を
利
用
し
て
作
ら

れ
た
ト
ー
チ
カ
に
は
機
関
銃
用
の
銃
眼
も
あ
り
、

そ
の
銃
眼
は
東
シ
ナ
海
方
向
を
向
い
て
い
る
。
ま

た
、
こ
の
ほ
か
に
も
、
集
落
内
の
山
中
に
は
司
令

部
跡
と
思
わ
れ
る
戦
跡
な
ど
が
多
く
点
在
す
る
。

川嶺集落区長。区長３年目。
昭和 17 年名古屋市生まれ。昭
和 39 年に自衛隊喜界島通信所
勤務し初めて喜界島へ。以来、
何度か転勤し、平成 20 年定年
を機に再び島へ。趣味は、ガー
デニングとゴルフ、写真。好き
な言葉は「なせばなる」 トーチカトーチカ

上空から川嶺集落を臨む上空から川嶺集落を臨む 写真提供　松平浩久さん写真提供　松平浩久さん

観音神社観音神社

保食神社保食神社

松尾神社松尾神社
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「
自
ら
学
び
、
心
豊
か
で
活
力
に
満
ち
た
『
う
る
お
い
の
あ
る
ま
ち
づ

く
り
』
を
め
ざ
し
て
」
〜
小
粒
で
も
キ
ラ
リ
と
輝
く
い
い
島
づ
く
り
〜

を
テ
ー
マ
に
第
17
回
喜
界
町
生
涯
学
習
推
進
大
会
が
11
月
24
日
、
多
く

の
町
民
参
加
の
も
と
町
総
合
体
育
館
を
主
会
場
と
し
て
行
わ
れ
た
。

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
は
、
鹿
児
島
県
文
化
振
興
財
団
霧
島
国
際
音
楽
ホ
ー

ル
「
み
や
ま
コ
ン
セ
ー
ル
」
の
華
麗
な
演
奏
が
行
わ
れ
、開
会
式
で
は
、

国
歌
斉
唱
、
町
民
憲
章
朗
読
な
ど
が
行
わ
れ
た
。
式
後
、
参
加
者
は
そ

れ
ぞ
れ
の
会
場
に
分
か
れ
、
分
科
会
の
テ
ー
マ
に
沿
っ
た
事
例
発
表
や

実
践
事
項
に
つ
い
て
研
究
・
討
議
し
、
次
年
度
か
ら
の
実
践
事
項
を
決

定
し
た
。
ま
た
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、
ア
ヌ
エ
ヌ
エ
・
フ
ラ
教
室

の
フ
ラ
ダ
ン
ス
や
池
治
集
落
の
八
月
踊
り
（「
西
の
辻
」「
忠
臣
蔵
」）

な
ど
が
披
露
さ
れ
、
会
場
の
観
客
か
ら
は
惜
し
み
な
い
拍
手
喝
采
が
贈

ら
れ
た
。

　

開
会
式
の
あ
い
さ
つ
で
川
島
健
勇

町
長
は
「
今
年
は
川
畑
さ
お
り
さ
ん

の
地
域
伝
統
芸
能
奨
励
賞
受
賞
や
阿

伝
集
落
の
南
海
文
化
賞
受
賞
な
ど
の

喜
ば
し
い
ニュ
ー
ス
が
あ
っ
た
。
輝
く
町

民
が
増
え
る
こ
と
が
喜
界
の
発
展
に

繋
が
る
。『
小
粒
で
も
キ
ラ
リ
と
輝
く

喜
界
島
』
に
向
け
頑
張
っ
て
欲
し
い
」

と
期
待
を
込
め
た
。

　

式
後
は
６
分
科
会
に
分
か
れ
、
昨

年
の
実
践
事
項
の
成
果
や
反
省
、
実

践
目
標
に
つ
い
て
活
発
な
意
見
交
換

が
あ
っ
た
。
そ
れ
を
踏
ま
え
て
、
全

体
会
で
討
議
内
容
や
実
践
事
項
が

報
告
さ
れ
、
多
く
の
町
民
が
生
涯
学

び
続
け
る
こ
と
へ
の
理
解
を
深
め
た
。

決
定
さ
れ
た
実
践
事
項
は
下
記
の
通

り
。

　

講
演
で
は
、
フ
ジ
テ
レ
ビ
放
送
系
列

『
ほ
ん
ま
で
っ
か
!?
Ｔ
Ｖ
』
に
出
演
中

の
人
間
性
脳
科
学
研
究
所 

澤
口
俊

之 

所
長
が
「
自
分
と
は
？
人
間
と

は
？
な
に
か
!!
」
を
演
題
に
、
脳

科
学
の
観
点
か
ら
実
験
よ
り
導
き

出
さ
れ
た
結
論
な
ど
を
時
折
ユ
ー

モ
ア
を
交
え
な
が
ら
語
っ
た
。

　

澤
口
所
長
は
、
演
題
の
「
自
分

と
は
？
」
に
関
し
て
、「
脳
の
一
部

で
感
情
を
制
御
し
た
り
対
話
す
る

機
能
を
も
つ
『
前
頭
前
野
』
に
自

分
が
い
る
」
と
定
義
づ
け
た
。

　

ま
た
、「
人
間
と
は
？
」
に
対
し

て
は
、「
人
間
の
本
質
と
は
将
来
に

向
け
て
『
仕
事
（
狩
猟
・
採
集
）』

す
る
こ
と
や
『
恋
愛
と
結
婚
（
家

族
形
成
）』
す
る
こ
と
な
ど
の
活
動

を
行
う
こ
と
」
と
話
し
た
。

　

閉
会
行
事
で
は
、
会
場
全
体
で

町
民
歌
を
斉
唱
。
直
島
秀
守
大

会
副
会
長
の
万
歳
三
唱
な
ど
が
あ

り
、
盛
会
の
う
ち
に
幕
を
閉
じ
た
。

「自ら学び、心豊かで活力に満ちた『うるおいのあるまちづくり』をめざして「自ら学び、心豊かで活力に満ちた『うるおいのあるまちづくり』をめざして
　　　　　　　　　　　　　　　～小粒でもキラリと輝くいい島づくり～」　　　　　　　　　　　　　　　～小粒でもキラリと輝くいい島づくり～」

～第 17 回喜界町生涯学習推進大会～～第 17回喜界町生涯学習推進大会～

第１分科会　自立を育む青少年教育部会
　○実践事項　地域・家庭・学校の連携を深め、子どもの自立を促す。
第２分科会　潤いと安らぎのあるまちづくり部会
　○実践事項　支え合う声かけ、集落行事には、一人一人が自ら進んで参加しよう。
第３分科会　生き生き健やか健康部会
　○実践事項　 健診を受けることで自らの健康状態を認識し、バランスのとれた食生活を基本として、自分

にあった運動や健康法を継続します。
第４分科会　豊かな心を育む文化活動部会
　○実践事項　 個人個人が公民館講座等を積極的に利用し、地域のリーダーが文化活動に関わり、地域

芸能・方言等を伝承しよう。
第５分科会　美しいふるさと環境部会
　○実践事項 ゴミを減らし、リサイクルをするために、みんなの知恵を出し合って、小さな事から実践しよう。
第６分科会　活力あるふるさと産業部会
　○実践事項　環境にやさしい土作りを目指し、農畜産物の地産他消に努めます。

フジテレビ放送系列「ほんまでっか！？フジテレビ放送系列「ほんまでっか！？
ＴＶ』でおなじみの澤口先生の講演ＴＶ』でおなじみの澤口先生の講演 オープニングを飾った『みやまコンセール』の迫力ある演奏オープニングを飾った『みやまコンセール』の迫力ある演奏
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鹿
児
島
県
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会
大

島
支
会
（
名
島
義
文
会
長
）
が
主
催
す
る

「
明
る
い
選
挙
推
進
指
導
者
研
修
会
」
が

こ
の
ほ
ど
、
喜
界
第
一ホ
テ
ル
２
階
大
宴
会

場
で
開
催
さ
れ
た
。

　

研
修
会
は
「
明
る
い
選
挙
の
歌
」
斉
唱

で
始
ま
り
、
明
る
い
選
挙
推
進
運
動
表
彰

な
ど
が
行
わ
れ
た
。
ま
た
、
県
選
挙
管
理

委
員
会 

鎌
田
六
郎
委
員
長
（
中
里
出
身
）

が
「
私
の
『
日
本
復
帰
60
周
年
』」
と
題

し
た
講
演
会
を
行
い
、「
私
は
昭
和
27
年

10
月
、
喜
界
高
校
で
行
わ
れ
た
祖
国
完
全

復
帰
喜
界
島
島
民
大
会
で
弁
論
を
披
露
し

た
一
人
で
と
て
も
思
い
出
深
い
大
会
だ
っ
た
。

ま
た
、
復
帰
前
に
は
日
本
復
帰
の
歌
を
歌
い

な
が
ら
ち
ょ
う
ち
ん
行
列
し
た
こ
と
を
覚
え

て
い
る
」
な
ど
、
当
時
の
体
験
談
を
語
っ
た
。

ふ
る
さ
と
で
奄
美
群
島
日
本
復
帰

当
時
の
思
い
出
を
語
る

こ
ど
も
た
ち
の
土
俵
際
の

熱
き
戦
い
に
大
き
な
歓
声

　

町
相
撲
連
盟
（
外
内
千
里
会
長
）

が
主
催
す
る
「
第
16
回
喜
界
町
わ
ん

ぱ
く
相
撲
大
会
」
が
11
月
10
日
、
荒

木
集
落
相
撲
場
に
て
開
催
さ
れ
た
。

　

同
大
会
に
は
、
各
集
落
か
ら
団
体

戦
に
13
チ
ー
ム
、個
人
戦
に
約
１
４
４
人

（
う
ち
女
子
22
人
）
の
ち
び
っ
こ
相
撲

取
り
が
参
加
。
会
場
で
は
、
子
供
た

ち
の
愛
ら
し
い
取
り
組
み
に
歓
声
を
送

る
保
護
者
ら
の
姿
が
多
く
み
ら
れ
た
。

　

結
果
は
次
の
と
お
り

●
団
体
戦

優
勝 

湾
Ａ
（
豊
島 

弘
太
・
加
島 

優

太
・
澄
田 

豪
大
）・
準
優
勝 

湾
Ｃ （
德

田 

歩
夢
・
牧
口 

博
・
四
元 

海
俊
）・

3
位 

荒
木
Ａ
（
勇 

美
玲
・ 

永
山 

蓮
・

久
保 

幸
希
）

　

喜
界
高
校
（
坂
口
新
一
校
長
・
生
徒
数

２
０
３
人
）
が
主
催
す
る
「
創
立
記
念
講

小学一年生個人戦決勝に挑む

●
個
人
戦

▽
未
就
学
児
の
部 

優
勝 

岩
崎
康
生
・
準
優

勝 

孝
志 

瑛
太
・
3
位 

南
村 

優
輝　
▽
小

学
１
年
生
の
部 

優
勝 

勇 

智一・
準
優
勝 

新

田 

萌
愛
・
３
位 

界 

翔
希
郎　
▽
小
学
２
年

生
の
部 

優
勝 

辻
﨑 

大
成
・
準
優
勝 

住
友 

晴
哉
・
３
位 

住
友 

晴
城　
▽
小
学
３
年
生

の
部 

優
勝 

勇 

美
玲
・
準
優
勝 

三
幸 

大

将
・
３
位 

宮
城 

武
士　
▽
小
学
４
年
生
の

部 

優
勝 

大
喜 

弘
奈
・
準
優
勝 

德
田 

歩

夢
・
３
位 

浜
岡 

玲
王　
▽
小
学
５
年
生
の

部 

優
勝 

加
島 

優
太
・
準
優
勝 

櫻
井 

心
・

３
位 

徹
島 

航　
▽
小
学
６
年
生
の
部 

優

勝 
照 

賢
将
・
準
優
勝 

澄
田 

豪
大
・
3
位 

吉
原 
拓
郎
（
敬
称
略
）

演
会
」
が
11
月
8
日
、
同
校
体
育
館
で
行

わ
れ
た
。

　

同
校
卒
業
生
の
東
京
農
業
大
学 

豊
原
秀

和 

名
誉
教
授
（
大
朝
戸
出
身
）
が
『
小
さ

な
島
か
ら
世
界
へ
〜
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
に
生
き

る
〜
』
を
題
目
に
講
演
を
行
った
。

　

講
演
会
で
、
豊
原
さ
ん
は
こ
れ
ま
で
自
分

が
辿
っ
て
き
た
足
跡
を
語
り
、「
こ
れ
か
ら

君
た
ち
に
は
様
々
な
チ
ャ
ン
ス
が
やって
く
る
。

目
的
意
識
を
持
って
目
標
に
向
か
い
戦
って
、

小
さ
な
島
か
ら
世
界
に
向
け
て
羽
ば
た
い
て

欲
し
い
」
と
生
徒
ら
に
エ
ー
ル
を
送
った
。

　

豊
原
さ
ん
は
、
昭
和
41
年
に
喜
高
を
卒

業
後
、
東
京
農
業
大
学
に
入
学
。
同
大
学

卒
業
後
も
大
学
に
残
り
、
実
験
助
手
や
教

授
、
学
部
長
、
副
学
長
を
歴
任
し
、
現
在

は
名
誉
教
授
を
務
め
る
。
ま
た
、
株
式
会

社
メ
ル
カ
ー
ド
東
京
農
大
社
長
な
ど
も
兼
任

し
、
世
界
中
を
巡
り
な
が
ら
農
業
分
野
の

研
究
を
進
め
て
い
る
。

生徒らに熱く語る豊原さん

小
さ
な
島
か
ら
世
界
へ
・
自
ら
の
体

験
を
母
校
で
語
る

自身の体験談を語る鎌田さん

真剣勝負・小学六年生個人戦決勝
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村
上
國
信
さ
ん
が

瑞
宝
双
光
章
を
授
章

　

内
閣
総
理
大
臣
か
ら
村
上
國
信
さ

ん
に
瑞
宝
双
光
章
の
授
章
が
決
ま
っ
た

こ
と
を
う
け
、
11
月
5
日
に
町
長
か

ら
伝
達
が
行
わ
れ
た
。

　

村
上
さ
ん
は
、
学
校
教
職
員
と
し

て
32
年
間
、
さ
ら
に
、
地
方
教
育
行

政
職
員
と
し
て
4
年
間
、
初
等
中

等
教
育
の
充
実
・
振
興
に
努
め
、
本

県
の
学
校
教
育
に
多
大
な
貢
献
を
し

た
。
退
職
後
は
、
社
会
教
育
委
員
や

長
寿
会
連
合
会
会
長
な
ど
の
役
職
を

通
じ
、
生
涯
学
習
の
推
進
、
地
域
の

活
性
化
に
尽
力
さ
れ
た
。

　

受
章
に
つい
て
村
上
さ
ん
は
「
教
員

生
活
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
で
全
力

投
球
し
て
き
た
。
昭
和
30
年
に
喜
界

島
初
め
て
の
ラ
ジ
オ
を
使
っ
た
放
送
教

育
の
研
究
授
業
を
行
っ
た
こ
と
や
、
数

学
教
育
に
夢
中
に
な
っ
た
こ
と
な
ど
が

今
で
も
脳
裏
に
焼
き
付
い
て
い
る
。
今

回
、
叙
勲
の
栄
を
賜
り
感
謝
の
気
持

ち
で一杯
」
と
喜
び
を
語
っ
た
。

町長室で記念撮影（村上さんは
右から2番目）

木
の
処
理
や
清
掃
な
ど
保
存
活
動
に
努
め

て
い
る
。
空
き
家
の
管
理
な
ど
難
し
い
点
も

多
い
が
、
こ
れ
か
ら
も
こ
の
活
動
を
継
続
し

て
い
き
た
い
。
今
ま
で
頑
張
っ
て
き
た
集
落

民
み
ん
な
で
、
こ
の
受
賞
を
喜
び
た
い
」
と

語
っ
た
。

　

本
町
で
の
過
去
の
受
賞
者
は
、
昭
和
61

年
に
地
方
自
治
部
門
で
受
賞
し
た
故
繁
多

忠
利
氏
、
平
成
12
年
に
社
会
・
福
祉
部
門

で
受
賞
し
た
は
ま
ゆ
り
学
園
。

　

奄
美
の
集
落
景
観
を
象
徴
す
る
サ
ン
ゴ
の

石
垣
と
ガ
ジュマ
ル
。
本
町
に
は
、
そ
の
原
風

景
が
色
濃
く
残
る
阿
伝
集
落
（
麓
冨
士
男

区
長
）
の
石
垣
群
が
あ
る
。

　

11
月
1
日
、
南
海
日
日
新
聞
社
が
各
分

野
で
優
れ
た
個
人
・
団
体
に
贈
る
「
第
37

回
南
海
文
化
賞
」
の
贈
呈
式
が
奄
美
市
名

瀬
で
行
わ
れ
た
。
式
で
は
、
過
去
の
受
賞
者

や
各
界
の
代
表
者
な
ど
が
出
席
し
、
今
後
の

受
賞
者
の
活
躍
と
今
回
の
受
賞
を
祝
っ
た
。

　

祖
先
が
築
い
た
昔
な
が
ら
の
景
観
を
残

す
活
動
を
続
け
て
き
た
こ
と
な
ど
が
認
め
ら

れ
、
同
賞
の
郷
土
・
民
俗
部
門
で
の
受
賞
が

決
ま
っ
た
阿
伝
集
落
か
ら
代
表
し
て
麓
区
長

が
式
に
出
席
し
た
。

　

麓
区
長
は
「
先
達
が
残
し
た
海
と
石
垣

の
景
観
保
存
活
動
が
評
価
さ
れ
て
う
れ
し

い
。
今
も
定
期
的
に
集
落
民
総
出
で
、
雑

自
衛
消
防
隊
の
消
火
活
動
技
術
向
上

を
競
い
合
う

授賞式に出席した麓区長（前列左）
【南海日日新聞社提供】

展
を
推
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
隔
年

開
催
さ
れ
て
い
る
。

　

同
大
会
に
は
、
各
事
業
所
か
ら
選
ば
れ

た
自
衛
消
防
隊
員
53
人
が
参
加
。
消
火
器

を
持
っ
て
15
㍍
先
の
火
点
（
燃
焼
皿
）
消

火
時
間
を
競
う
消
火
器
の
部
と
、
3
人
１

組
が
協
力
し
消
火
体
制
を
整
え
、
標
的
に

放
水
、
標
識
を
落
と
す
ま
で
の
時
間
を
競

う
屋
内
消
火
栓
の
部
で
競
わ
れ
た
。

　

結
果
は
次
の
と
お
り

●
消
火
器
の
部

　

男
子　

優
勝　

吉
行
聡（
徳
州
会
病
院
）  

準
優
勝　

平
田
文
人
（
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
が

じ
ゅ
ま
る
）

　

女
子　

優
勝　

吉
永
弥
生
（
ゆ
た
か
商

事
）　

準
優
勝　

利
村
愛
奈
（
パ
ー
ラ
ー
キ

ン
グ
）

●
屋
内
消
火
栓
の
部

　

優
勝　

喜
界
町
役
場
Ａ
チ
ー
ム
（
川
畑

一
英
・
生
島
常
智
・
福
原
拓
）　

準
優
勝　

朝
日
酒
造
（
濱
上
高
史
・
富
田
常
仁
・
奥

文
夫
）　　

　
　
　
　
　
　

※
敬
称
略

景
観
保
存
活
動
が
評
価
さ
れ

阿
伝
集
落
が
南
海
文
化
賞
を
受
賞

日々の訓練の成果を披露した

　

大
島
地
区
消
防
組
合
喜
界
消
防
分
署

（
岩
切
進
一
郎
署
長
）
が
主
催
す
る
「
第

９
回
大
島
地
区
消
防
組
合
自
衛
消
防
大
会

（
喜
界
会
場
）」
が
11
月
15
日
、
町
総
合

グ
ラ
ウ
ン
ド
で
開
催
さ
れ
た
。
自
衛
消
防

隊
の
消
火
活
動
の
技
術
向
上
と
防
火
思
想

の
高
揚
を
図
り
、
自
衛
消
防
隊
の
充
実
発 昔のままの景観を残す阿伝集落の石垣
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創
立
90
周
年
と
長
寿
を
祝
い

第
59
回
敬
老
会
を
開
催

　

鹿
児
島
喜
界
会（
恵
藤
和
教
会
長
）

が
主
催
す
る
「
第
59
回
敬
老
会
」
が

10
月
27
日
、
県
婦
人
会
館
に
お
い
て

開
催
さ
れ
た
。
今
年
は
大
正
12
年
の

同
会
発
足
以
来
90
周
年
を
迎
え
る
節

目
の
年
。
会
に
は
、
約
１
２
０
人
の
会

員
が
参
加
し
、
敬
老
者
の
長
寿
と
90

周
年
を
祝
い
、
旧
交
を
温
め
合
っ
た
。

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
は
、
奄
美
群
島
日

本
復
帰
60
周
年
を
記
念
し
、
全
員
で

「
日
本
復
帰
の
歌
」
を
合
唱
し
た
。

　

次
に
行
わ
れ
た
恵
藤
会
長
（
中
里

出
身
）
の
あ
い
さ
つ
の
後
、
長
年
、
会

の
発
展
に
尽
力
し
た
得
田
武
市
さ
ん

（
中
里
出
身
）・卓
間
兼
二
郎
さ
ん
（
羽

里
出
身
）
へ
感
謝
状
を
贈
呈
し
、
得

田
さ
ん
が
「
喜
界
会
の
思
い
出
」
と

題
し
た
記
念
講
演
を
行
っ
た
。

　

引
き
続
き
、
昭
和
18
年
生
ま
れ
の 開場を笑いの渦に「ひょっとこ踊り」

再捕獲したときの状況を熱く語る尾張さん

い
て
「『
ア
サ
ギ
マ
ダ
ラ
』
は
人
と
人
を
つ

な
げ
て
く
れ
る
。
自
分
が
８
年
も
通
え
た

の
は
島
の
方
々
と
の
出
会
い
が
あ
っ
た
か
ら
。

島
の
皆
さ
ん
に
本
当
に
感
謝
し
て
い
る
」
と

話
し
た
。

　

尾
張
さ
ん
に
よ
る
と
、
ア
サ
ギ
マ
ダ
ラ
の

生
態
は
あ
ま
り
解
明
さ
れ
い
な
い
が
、
春
は

北
上
、
秋
は
南
下
す
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。

日
本
の
北
限
は
、
北
海
道
の
利
尻
・
礼
文

島
付
近
で
、
南
限
は
沖
縄
の
与
那
国
島
ま

で
確
認
し
て
い
る
。
ま
た
、
沖
縄
を
越
え

台
湾
に
渡
っ
た
り
、
近
年
で
は
、
香
港
で
再

捕
獲
さ
れ
た
例
が
あ
る
と
い
う
。

　

尾
張
さ
ん
は
、
石
川
県
立
白
山
ろ
く
少

年
自
然
の
家
で
社
会
教
育
主
事
と
し
て
勤

め
る
傍
ら
、
ア
サ
ギ
マ
ダ
ラ
に
魅
了
さ
れ
こ

の
活
動
を
続
け
て
い
る
。

ア
サ
ギ
マ
ダ
ラ
を
８
年
か
け
て
追
い

求
め
、
喜
界
で
夢
の
再
捕
獲

尾張さんが再捕獲したアサギマダラ【提供写真】

ル
ー
プ
で
行
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
い
つ
し
か

芽
生
え
た
同
志
ら
の
夢
は
、「
い
つ
か
自
分

た
ち
が
マ
ー
キ
ン
グ
を
し
た
ア
サ
ギ
マ
ダ
ラ

を
再
捕
獲
し
た
い
」
と
い
う
こ
と
。
そ
の
夢

を
託
さ
れ
喜
界
島
に
来
島
し
た
尾
張
さ
ん

に
よ
って
、
つい
に
そ
の
夢
が
叶
え
ら
れ
た
。

　

尾
張
さ
ん
は
11
月
15
日
、
今
年
2
度
目

の
来
島
。
翌
日
、
交
流
が
あ
る
自
然
愛
好

家
の
福
島
誠
さ
ん
（
中
里
）
と
上
嘉
鉄
の

海
岸
沿
い
に
あ
る
ア
サ
ギ
マ
ダ
ラ
が
多
く
生

息
す
る
空
き
地
に
訪
れ
た
。
そ
こ
で
メ
ン

バ
ー
の一
人
が
「
白
山　
（
Ｈ
25
）
９
・
14
」

と
マ
ー
キ
ン
グ
し
た
ア
サ
ギ
マ
ダ
ラ
を
発
見
。

再
捕
獲
す
る
こ
と
に
見
事
成
功
し
た
。

　

尾
張
さ
ん
は
再
捕
獲
に
つい
て
「
本
当
に

嬉
し
く
て
涙
が
出
た
。
8
年
越
し
の
夢
が

魅
力
あ
る
島
・
喜
界
島
で
叶
っ
て
さ
ら
に
嬉

し
い
。
次
の
目
標
は
、
自
分
が
マ
ー
ク
し
た

ア
サ
ギ
マ
ダ
ラ
を
再
捕
獲
す
る
こ
と
」
と
熱

い
気
持
ち
を
語
り
、　

来
島
す
る
理
由
に
つ

新
敬
老
者
4
人
に
記
念
品
が
贈
ら
れ
、
代

表
し
て
長
田
正
二
郎
さ
ん
（
川
嶺
出
身
）
が

「
気
持
ち
は
若
く
、
日
々
年
を
重
ね
て
い

き
た
い
」
と
抱
負
を
述
べ
た
。

　

祝
宴
で
は
、
吉
見
ケ
イ
子
さ
ん
・
由
美

子
さ
ん
親
子
（
荒
木
出
身
）
の
祝
唄
「
朝

花
節
」や
、玉
寄
敬
子
さ
ん（
佐
手
久
出
身
）

の
祝
舞
、
出
身
集
落
ご
と
の
余
興
が
披
露

さ
れ
盛
り
上
が
り
を
み
せ
た
。

　

恒
例
と
な
っ
た
還
暦
者
の
余
興
で
は
、
昭

和
28
年
生
8
人
に
よ
る
「
ひ
ょっ
と
こ
踊
り
」

が
あ
り
、
会
場
を
湧
か
せ
た
。

　

そ
の
後
は
、
島
唄
や
カ
ラ
オ
ケ
大
会
、
八

月
踊
り
な
ど
が
行
わ
れ
、
六
調
で
最
高
潮

に
達
し
た
。
閉
会
後
、
会
員
ら
は
来
年
も

元
気
で
再
会
す
る
こ
と
を
誓
い
合
っ
た
。（
報

告
：
鹿
児
島
喜
界
会
事
務
局
長
作
井
博

さ
ん
）

　

秋
に
約
２
０
０
０
㌔
飛
翔
し
な
が
ら
南

下
す
る
と
い
わ
れ
る
ア
サ
ギ
マ
ダ
ラ
。

　

そ
の
ア
サ
ギ
マ
ダ
ラ
を
捕
獲
す
る
た
め
8

年
前
か
ら
毎
年
、
石
川
県
白
山
市
か
ら
喜

界
島
に
来
島
す
る
尾
張
勝
也
さ
ん
。
尾
張

さ
ん
は
、
少
し
で
も
ア
サ
ギ
マ
ダ
ラ
の
気
持

ち
に
近
づ
き
た
い
と
い
う
理
由
か
ら
オ
ー
ト

バ
イ
を
利
用
し
て
、
自
身
の
夢
を
追
い
求
め

島
に
訪
れ
て
い
る
。

　

尾
張
さ
ん
は
、
捕
獲
し
た
ア
サ
ギ
マ
ダ
ラ

に
日
付
や
場
所
な
ど
を
マ
ー
キ
ン
グ
し
た
あ

と
解
き
放
ち
、
ど
こ
ま
で
飛
ん
で
い
く
か
を

調
査
す
る
活
動
を
地
元
白
山
市
荒
谷
で
グ
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10
月
27
日
に
役
場
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
ホ
ー
ル

で
保
護
者
・
学
校
関
係
者
・
教
育
関
係
者

百
三
十
名
が
集
ま
り
、
標
記
研
究
公
開
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

学
校
再
編
後
、
第
一回
目
と
な
っ
た
研
究

公
開
は
「
子
ど
も
に
家
庭
学
習
の
習
慣
を

身
に
つ
け
さ
せ
る
た
め
に
は
、
学
校
・
家
庭
の

連
携
や
取
り
組
み
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
。」

を
研
究
主
題
に
設
定
し
、
喜
界
中
Ｐ
Ｔ
Ａ
か

ら
昨
年
度
か
ら
実
施
し
て
き
た
ア
ン
ケ
ー
ト

結
果
と
の
比
較
や
今
年
度
取
り
組
ん
だ
「
親

子
の
ふ
れ
合
い
」
や
「
地
域
と
の
連
携
」
な

喜
界
町
小
・
中
・
高
合
同
音
楽
発
表
会

学
校
再
編
後
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
の
取
組
に
つ

い
て
喜
界
中
が
発
表
!

平
成
25
年
度
喜
界
町
教
育
委
員
会
委
嘱
Ｐ

Ｔ
Ａ
活
動
研
究
公
開

ど
の
取
組
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
講
演
会
で
は
鹿
児
島
市
在
住
で

鹿
児
島
大
学
・
志
學
館
大
学
の
名
誉
教
授

を
務
め
る
十
島
雍
蔵
氏
を
講
師
に
招
き
、

「
天
の
声
に
耳
を
澄
ま
せ
て
」
〜
子
ど
も

は
親
に
何
を
求
め
て
い
る
か
〜
と
題
し
、
本

人
の
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
と
し
て
の
体
験
談
を
交

え
な
が
ら
、
子
ど
も
の
内
な
る
天
の
声
に
耳

を
澄
ま
し
、
そ
の
声
に
呼
応
す
る
こ
と
の

大
切
さ
を
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

喜
界
町
内
小
、
中
学
、
高
校
合
同
の
音

楽
発
表
会
が
11
月
22
日
（
金
）、
喜
界
中
学

校
体
育
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
発
表

会
は
、
音
楽
発
表
や
鑑
賞
の
活
動
を
通
し

て
音
楽
の
基
礎
を
培
い
、
音
楽
に
関
す
る
感

性
を
育
む
こ
と
な
ど
を
目
的
と
し
、
再
編
後

２
回
目
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。
開
会
の
あ

い
さ
つ
で
、
晴
永
清
道
教
育
長
は
、「
喜
界

町
か
ら
も
音
楽
で
素
晴
ら
し
い
才
能
を
発

揮
し
、
全
国
で
表
彰
さ
れ
る
な
ど
活
躍
し
て

い
る
方
々
が
い
る
。
ぜ
ひ
、
夢
を
も
ち
、
が

ん
ばって
ほ
し
い
。」
と
激
励
し
ま
し
た
。
そ

の
後
の
発
表
で
は
、
児
童
生
徒
が
合
唱
や
合

奏
、
吹
奏
楽
演
奏
な
ど
で
日
頃
の
練
習
の
成

果
を
披
露
し
ま
し
た
。
会
場
に
は
、
保
護

者
も
多
数
来
場
し
、
子
ど
も
た
ち
の
歌
や

演
奏
に
聴
き
入
って
い
ま
し
た
。
ど
の
学
校

の
発
表
も
練
習
を
積
み
重
ね
て
き
た
様
子

が
う
か
が
え
、
充
実
し
た
発
表
ば
か
り
で
し

た
。
下
園
俊
郎
教
諭
（
喜
界
高
）
は
、「
素

敵
な
歌
や
演
奏
を
あ
り
が
と
う
。
舞
台
で

の
自
信
あ
る
態
度
、
指
揮
者
を
し
っ
か
り
見

る
こ
と
を
意
識
す
る
と
更
に
よ
い
発
表
と
な

る
。」
な
ど
講
評
を
述
べ
ま
し
た
。
発
表
会

に
参
加
し
た
児
童
生
徒
は
、
次
の
よ
う
な
感

想
を
述
べ
て
い
ま
す
。

喜
界
小
学
校
４
年　

田
辺　

勝
海
く
ん

家
に
帰
る
と
、
お
母
さ
ん
が
「
あ
な
た
た
ち

の
歌
で
感
動
し
て
泣
き
そ
う
に
な
っ
た
よ
。」

と
言
って
く
れ
た
の
で
う
れ
し
かっ
た
。

早
町
小
学
校
６
年　

酒
井　

杏
実
さ
ん

吹
奏
楽
部
が
動
き
な
が
ら
演
奏
し
て
い
て
す

ご
い
と
思
っ
た
。
大
き
な
声
で
み
ん
な
と
協

力
し
て
歌
う
こ
と
が
で
き
て
よ
かっ
た
。

喜
界
中
学
校
３
年　

界　

眞
子
さ
ん　

中
学
生
以
外
に
小
学
生
、
高
校
生
、
保
護
者

の
方
々
な
ど
多
く
の
人
達
の
前
で
緊
張
し
た

が
、
練
習
よ
り
う
ま
く
歌
え
て
楽
し
かった
。

　

10
月
31
日
（
木
）
役
場
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
ー

ホ
ー
ル
で
「
第
２
回
喜
界
町
学
力
向
上
推

進
委
員
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
町
内

各
小
・
中
学
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
や
学
級
役

員
、
学
校
関
係
者
が
出
席
し
、
本
年
度
の

共
通
実
践
テ
ー
マ
「
子
ど
も
と
夢
を
語
る

場
を
つ
く
る
。
〜
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
見

届
け
・
褒
め
る
〜
」
に
つ
い
て
取
組
状
況
を

紹
介
し
合
い
ま
し
た
。
協
議
さ
れ
た
内
容

に
つ
い
て
は
、
出
席
者
が
学
級
Ｐ
Ｔ
Ａ
等
で

紹
介
す
る
予
定
で
す
。
今
後
も
家
庭
学
習

を
実
り
あ
る
も
の
に
し
、
習
慣
付
け
て
い
く

た
め
に
、
学
校
と
家
庭
が
連
携
し
、
共
通

実
践
を
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

【合唱や合奏の様子】

　

中
高
一
環
教
育
の
取
組
も
11
年
目
を
迎

え
、
こ
の
制
度
の
成
果
を
確
か
な
も
の
に
す

る
た
め
に
も
、
小
・
中
・
高
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
が

連
携
を
一層
密
に
し
て
行
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　

今
回
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
研
究
公
開
を
契
機

と
し
て
本
町
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
が
さ
ら
に
充

実
し
た
も
の
に
な
る
こ
と
を
期
待
い
た
し
ま

す
。

２年間の取組について、事例発表する
喜界中ＰＴＡ

県の事業で青少年育成を目的とした「明るい家
庭づくり実践講座」で講師を招聘した講演会

第
２
回
喜
界
町
学
力
向
上
推
進
委
員
会
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☎

冬
の
感
染
症
を

　
　
　
　

予
防
し
よ
う
！

　

80
歳
に
な
っ
て
も
、
20
本
以

上
自
分
の
歯
を
保
と
う
と
い
う

「
８
０
２
０
運
動
」
が
推
進
さ

れ
て
い
ま
す
。
25
年
度
、
喜
界

町
か
ら
は
白
水
の
前
島
初
男
さ

ん
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

11
月
に
、
県
、
郡
歯
科
医
師

会
か
ら
の
表
彰
状
伝
達
式
が
町

長
室
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

前
島
さ
ん
は
、
80
歳
で
23
本

自
分
の
歯
が
あ
り
、
70
歳
を
超

え
て
も
サ
ト
ウ
キ
ビ
を
か
じ
っ

て
い
た
そ
う
で
す
。

　
「
８
０
２
０
」
を
達
成
で
き

た
要
因
と
し
て
、
次
の
３
点
を

挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。

①
小
さ
い
頃
か
ら
硬
い
も
の
を

　

食
べ
て
き
た
こ
と

②
小
さ
い
頃
お
ば
あ
さ
ん
が
、

　

毎
日
塩
で
歯
み
が
き
し
て
く

　

れ
た
こ
と

③ 
定
期
的
に
歯
科
医
院
で
、
歯

石
を
取
っ
て
も
ら
っ
た
こ
と

　

小
さ
い
頃
か
ら
の
習
慣
と
、

定
期
的
な
歯
科
受
診
が
大
切
な

よ
う
で
す
。

　
「
か
め
な
い
」
人
は
、
老
化

が
早
い
と
い
わ
れ
ま
す
。
栄
養

摂
取
や
、
筋
力
、
骨
密
度
に
も

大
き
く
影
響
し
、
心
臓
病
、
脳

卒
中
、
認
知
症
、
肺
炎
と
も
深

く
関
係
し
て
い
ま
す
。
口
腔
ケ

ア
を
実
践
し
ま
し
ょ
う
。
歯
科

も
予
防
が
大
事
で
す
。

つ
い
て
わ
か
り
や
す
く
お
話
さ

れ
ま
し
た
。

　

高
齢
化
が
進
む
中
、
認
知
症

高
齢
者
は
４
６
２
万
人
、
予
備

軍
が
４
０
０
万
人
と
推
計
さ
れ

て
い
ま
す
。
95
歳
以
上
は
80
％

が
認
知
症
？
と
も
い
わ
れ
ま

す
。

　

井
上
先
生
は
、
せ
っ
か
く
95

歳
ま
で
頑
張
っ
て
生
き
て
き
た

の
に「
あ
な
た
は
認
知
症
で
す
」

と
い
わ
れ
た
い
で
す
か
と
質
問

さ
れ
ま
し
た
。

　

歳
を
と
れ
ば

･
物
忘
れ
を
す
る

･
生
活
上
の
失
敗
が
増
え
る

･
ま
わ
り
を
困
ら
せ
る
行
動

　
　

も
あ
る
か
も

検
査
を
す
れ
ば
、
認
知
症
と
診

断
さ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

私
た
ち
は
、
失
っ
た
も
の
ば
か

り
に
目
を
奪
わ
れ
て
、
本
当
に

困
っ
て
い
る
認
知
症
の
人
、
高

齢
者
自
身
を
見
て
い
な
か
っ
た

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

『
が
ん
ば
っ
て
み
る
け
ど
…

ち
ょ
っ
と
無
理
み
た
い
』
と
困
っ

て
い
る
高
齢
者
や
認
知
症
の
人

と
上
手
に
付
き
合
う
に
は
、

･
理
屈
で
は
な
く

･
言
葉
で
は
な
く

･
こ
こ
ろ
に
直
接
伝
わ
る
よ　

　

う
な
方
法
で
話
し
か
け
る

･
五
感
（
六
感
？
）
を
フ
ル
に

　

使
い
交
感
（
心
の
交
流
）　

　

す
る
こ
と　

触
れ
る
・
撫
で

る･ 

何
か
通
じ
る
も
の
が
あ
れ
ば

お
互
い
に
安
心
で
き
る

　

ま
た
介
護
に
つ
い
て
、「
介

護
と
は
そ
も
そ
も
困
難
な
仕

事
」、　

そ
れ
を
乗
り
越
え
る

に
は
、
介
護
者
と
介
護
さ
れ
る

人
と
の
い
い
関
係
が
大
切
で
あ

る
。
関
係
が
十
分
に
出
来
て
な

け
れ
ば
虐
待
か
も
…
。

　

そ
し
て
、
今
も
っ
と
も
重
要

な
こ
と
は　

認
知
症
を
理
解

し
、
受
け
入
れ
る
こ
と
。
こ
れ

か
ら
の
数
十
年
を
、
み
ん
な
で

乗
り
切
ろ
う
と
い
う
覚
悟
だ
と

ま
と
め
ら
れ
ま
し
た
。　

　

目
標
は
、
治
す
こ
と
で
は
な

く
、「
そ
の
人
な
り
の
人
生
を

全
う
す
る
こ
と
」。　

私
た
ち

自
身
、
家
族
の
身
近
な
問
題
で

す
。

　

冬
に
な
る
と
、
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
の
流
行
や
感
染
性
胃
腸

炎
の
感
染
の
増
加
が
み
ら
れ
ま

す
。
高
齢
者
や
乳
幼
児
、
体
力

の
低
下
し
て
い
る
人
が
、
か
か

る
と
重
症
に
な
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
一
人
一
人
の
心
が
け
で
、

感
染
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

①
外
出
後
、
ト
イ
レ
の
後
、
食

事
の
前
は
必
ず
手
洗
い
を
習
慣

に
！

②
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
を
守
ろ
う
！

咳
や
く
し
ゃ
み
な
ど
の
症
状
が

あ
る
時
は
、
マ
ス
ク
を
つ
け
ま

し
ょ
う
。

③
日
頃
か
ら
バ
ラ
ン
ス
の
良
い

食
事
や
十
分
な
睡
眠
で
、
体
調

を
整
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

④
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

を
受
け
ま
し
ょ
う
！
（
で
き
る

だ
け
流
行
前
の
12
月
中
に
接
種

し
ま
し
ょ
う
。）

★
定
期
受
診
を
習
慣
に
★

　

11
月
15
日
、
認
知
症
講
演
会

が
開
催
さ
れ
、
認
知
症
疾
患
医

療
セ
ン
タ
ー
の
井
上
輝
彦
先
生

が
、
認
知
症
の
理
解
、
介
護
に

元
気
な
歯
で
、

　

か
ら
だ
も
心
も
元
気
に

認
知
症
対
策
は

「
老
い
」
と
「
認
知
症
」
を

本
人
、
そ
し
て
ま
わ
り
の
人
が

受
け
入
れ
る
こ
と
か
ら
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○
e
L
T
A
X
を
利
用
す
る

と
自
宅
や
会
社
か
ら
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
簡
単
に
申
告
で
き
、

ま
た
複
数
の
地
方
公
共
団
体
へ

の
申
告
を
ま
と
め
て
一
度
に
送

信
で
き
ま
す
。

○
鹿
児
島
県
の
対
象
税
目

　

法
人
県
民
税
、法
人
事
業
税
、

地
方
法
人
特
別
税

○
ご
利
用
い
た
だ
け
る
手
続
き

　

申
告
手
続
き
（
予
定
申
告
、

中
間
申
告
、
確
定
申
告
、
修
正

申
告
な
ど
）

○
ご
利
用
に
あ
た
っ
て

　

e
L
T
A
X
の
サ
ー
ビ
ス

は
無
料
で
す
。
た
だ
し
、
必
要

に
応
じ
て
電
子
証
明
書
な
ど
事

前
に
準
備
が
必
要
で
費
用
が
発

生
す
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
県
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▽
問
い
合
わ
せ
先　

　

県
庁
税
務
課

☎
0
9
9
（
2
8
6
）
2
2
0
4

　

平
成
20
年
以
降
、
各
県
ご
と

順
次
発
行
さ
れ
て
い
る
地
方
自

治
法
施
行
60
周
年
記
念
貨
幣
お

よ
び
記
念
切
手
に
つ
い
て
、
本

年
度
、
鹿
児
島
県
版
の
発
行
が

予
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

日
本
遺
族
会
は
、「
戦
没
者

遺
児
に
よ
る
慰
霊
友
好
親
善
事

業
」
の
参
加
者
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

　

こ
の
事
業
は
、
厚
生
労
働
省

か
ら
補
助
を
受
け
実
施
し
て
お

り
、
先
の
大
戦
で
父
等
を
亡
く

し
た
戦
没
者
の
遺
児
を
対
象
と

し
て
、
父
等
の
戦
没
し
た
旧
戦

域
を
訪
れ
、
慰
霊
追
悼
を
行
う

と
と
も
に
、
同
地
域
の
住
民
と

友
好
親
善
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
る
。

　

費
用
は
、
参
加
費
と
し
て

9
万
円
が
必
要
で
す
。
日
程

等
の
詳
細
は
、
日
本
遺
族
会

事
務
局
（
０
３
―
３
２
６
１
―

５
５
２
１
）
ま
で
。
お
申
し
込
み

は
、鹿
児
島
県
遺
族
会
（
０
９
９

―
８
１
２
―
８
２
９
２
）
ま
で
。

【
実
施
地
域
】﹇
広
域
地
域
﹈
①

旧
満
州
②
西
部
ニュ
ー
ギ
ニ
ア
③

ア
ッ
ツ
島
④
旧
ソ
連
⑤
中
国
（
一

次
）
⑥
マ
リ
ア
ナ
諸
島
⑦
東
部

ニュ
ー
ギ
ニ
ア（
一次
）⑧
ボ
ル
ネ
オ・

マ
レ
ー
半
島
⑨
ト
ラ
ッ
ク
・
パ
ラ

オ
諸
島
⑩
ソ
ロ
モ
ン
諸
島
⑪
フ
ィ

リ
ピ
ン
（
一
次
）
⑫
ミ
ャ
ン
マ
ー
・

ベ
ト
ナ
ム（
一次
）⑬
台
湾・バ
シ
ー

海
峡
⑭
東
部
ニュ
ー
ギ
ニ
ア
（
二

次
）
⑮
ミ
ャ
ンマ
ー
・
イ
ン
ド
（
二

大
島
支
庁
健
康
企
画
課
（
名
瀬

保
健
所
）

０
９
９
７
（
５
２
）
５
４
１
１

　

平
成
26
年
4
月
か
ら
消
費
税

率
が
5
％
か
ら
8
％
へ
引
き
上
げ

ら
れ
ま
す
。
8
％
の
う
ち
1
・

7
％
は
、
地
方
消
費
税
と
し
て

鹿
児
島
県
の
収
入
に
な
り
、
そ

の
半
分
が
市
町
村
に
配
分
さ
れ

ま
す
。

○
引
き
上
げ
分
の
地
方
消
費
税

の
使
い
み
ち

　

年
金
、
医
療
、
介
護
の
社
会

保
障
給
付
、
少
子
化
対
策
な
ど

の
経
費

○
相
談
窓
口

　

各
税
務
署
に
「
改
正
消
費
税

相
談
コ
ー
ナ
ー
」
が
設
置
さ
れ
て

い
る
ほ
か
、
県
や
市
町
村
に
も

相
談
窓
口
を
設
置
し
て
い
ま
す

の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、国
税
庁
や
県
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

e
L
T
A
X
（
エ
ル
タ
ッ

ク
ス
）
は
、
地
方
税
に
関
す
る

手
続
き
を
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
利
用
し
て
行
う
シ
ス
テ
ム
で

す
。

次
）
⑯
フ
ィ
リ
ピ
ン
（
二
次
）
⑰

中
国
（
二
次
）

﹇
特
定
地
域
﹈
①
ビ
ス
マ
ー
ク
諸

島
②
西
部
ニュ
ー
ギ
ニ
ア
③
マ
ー

シ
ャ
ル
・
ギ
ル
バ
ー
ト
諸
島

　

大
切
な
子
ど
も
や
家
族
の
命

を
守
る
た
め
に
、
奄
美
地
域
の

緊
急
医
療
に
つ
い
て
、
み
ん
な
で

考
え
て
み
ま
せ
ん
か
！
来
場
者

に
は
素
敵
な
素
品
を
進
呈
し
ま

す
！
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

○
日
時　

平
成
26
年
２
月
9
日

（
日
）
13
時
〜
16
時
半
（
12
時

半
開
場
）

○
場
所　

奄
美
文
化
セ
ン
タ
ー

○
入
場
料　

無
料

○
内
容

・
講
演
「
奄
美
の
地
域
医
療
を

考
え
る
」　

講
師
：
鹿
児
島
県

立
大
島
病
院
長 

眞
田
純
一氏

・
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
「
地

域
で
支
え
る
緊
急
医
療
〜
安
心
・

安
全
な
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て

〜
」　

パ
ネ
リ
ス
ト
：
地
域
医

療
関
係
者
、
住
民
代
表
等
※
住

民
代
表
の
パ
ネ
リ
ス
ト
と
し
て
唄

者
の
西
和
美
さ
ん
も
参
加
し
ま

す
。

○
問
合
せ
先

県
庁
地
域
医
療
整
備
課

0
9
9
（
２
８
６
）
２
６
５
３

○
購
入
（
引
き
換
え
）
方
法

五
百
円
記
念
貨
幣
：
1
月
中
旬

頃
か
ら
全
国
の
金
融
機
関
の
窓

口
な
ど
で
引
き
換
え
可
能
で

す
。

記
念
切
手
：
12
月
13
日
（
金
）

よ
り
全
国
の
郵
便
局
の
窓
口
で

購
入
可
能
で
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
先

　

県
庁
自
然
保
護
課　

☎
0
9
9
（
2
8
6
）
2
6
1
3

　

中
小
企
業
事
業
主
の
皆
さ

ん
、
中
小
企
業
退
職
金
共
済
制

度
（
中
退
共
制
度
）
を
ご
存
知

で
す
か
？

　

こ
の
制
度
は
中
小
企
業
で
働

く
従
業
員
の
た
め
の
外
部
積
立

型
の
国
の
退
職
金
制
度
で
す
。

○
中
退
共
制
度
の
特
色

・
掛
金
の
一
部
を
国
が
助
成
し

ま
す
。

・
掛
金
は
全
額
非
課
税
で
す
。

・
管
理
が
簡
単
で
す
。

・
短
時
間
労
働
者
に
つ
い
て
は

特
典
が
あ
り
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
先

　

中
退
共
事
業
本
部

☎
03
（
6
9
0
7
）
1
2
3
4

県
庁
雇
用
労
政
課

☎
0
9
9（
2
8
6
）3
0
1
4

平
成
25
年
度
戦
没
者
遺
児
に
よ

る
慰
霊
友
好
親
善
事
業
に
つ
い
て

『
地
域
医
療
フ
ォ
ー
ラ
ム
in

奄
美
』
を
開
催
し
ま
す

消
費
税
率
の
引
き
上
げ
に
つ

い
て

e
L
T
A
X
で
税
金
の
電
子

申
告
が
で
き
ま
す

地
方
自
治
法
施
行
60
周
年
記

念
貨
幣
お
よ
び
記
念
切
手
販

売
に
つ
い
て

中
小
企
業
退
職
金
共
済
制
度

で
退
職
金
の
準
備
を
始
め
ま

せ
ん
か
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奄美大島年金事務所からの「おしらせ」
　日本年金機構では、お電話による年金相談やお問い合わせにかかる「お客様サービス」の向上を図るために
「自動音声対応システム」の導入を進めております。
　これは、お客様のご用件に応じて担当部署に直接電話をおつなぎするよう、音声で電話機の操作を案内する
ものです。奄美大島年金事務所では、このシステムを平成２５年１１月５日から導入し、運用を開始いたしました。
　つきましては、当事務所へお電話いただく際には、次の「自動音声案内の流れ」をご参照くださいますようよ
ろしくお願い申し上げます。

奄美大島年金事務所長

暮らしの情報 インフォメーション
　

※
「
中
退
共
」
で
ネ
ッ
ト
検

索
も
で
き
ま
す
。

　

平
成
25
年
10
月
27
日
よ
り
、

鹿
児
島
県
の
最
低
賃
金
が
「
時

間
額
6
6
5
円
」
に
改
正
さ

れ
ま
し
た
。

○
最
低
賃
金
は
、
臨
時
、
パ
ー

ト
、
ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
を
含
む

す
べ
て
の
労
働
者
に
適
用
さ
れ

ま
す
。
使
用
者
は
、
最
低
賃
金

額
を
労
働
者
に
周
知
し
、
そ
の

金
額
以
上
の
賃
金
を
支
払
わ
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

※
精
皆
勤
手
当
・
通
勤
手
当
・

家
族
手
当
や
時
間
外
労
働
な
ど

に
対
す
る
割
増
賃
金
、
賞
与
な

ど
は
最
低
賃
金
に
算
入
さ
れ
ま

せ
ん
。

※
別
に
定
め
る
特
定
最
低
賃
金

（
産
業
別
最
低
賃
金
）
も
あ
り

ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
先

鹿
児
島
労
働
局
賃
金
室

☎
0
9
9
（
2
2
3
）
8
2
7
8

最
低
賃
金
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス

☎
0
9
9
（
2
2
3
）
8
8
8
1

県
庁
雇
用
労
政
課

☎
0
9
9
（
2
8
6
）
3
0
1
7

必
ず
チ
ェ
ッ
ク　

最
低
賃
金
！

使
用
者
も
労
働
者
も

鹿
児
島
県
最
低
賃
金
改
正
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【大島郡体育大会出場選手たち・提供写真】→
　昭和 27 年 11 月、本土復帰祈願で開催された「大島郡体育
大会」のバレーボール競技に出場した喜界高校生徒たちの記
念撮影。名瀬おがみ山公園にて。
　群島内の高校から 7 チームの出場があり、喜界高校は準優
勝に輝いた。当時の監督は、坂嶺出身の森岡達夫先生。

【喜界高校「第３回卒業式」・提供写真】↓
　昭和 28 年 3 月の卒業式の記念撮影。昭和 27 年当時、本土
復帰運動に力を注いだ喜界高校の３年生。今年、傘寿を迎える。
教職員は島出身で懐かしい。
※文章は写真提供者から添えられた手紙を一部修正しました。

16



　毎月５日をエコライフデーとし、電気・水・燃料な
どの省エネ活動やエコドライブに取り組んでいます。
　環境にやさしい住まい方（節電）
① 無駄なライトを消して、電気を
　大切にします
②白熱電球を電球型蛍光ランプや
　LED電球に交換します
③こまめな消灯を心がけます

平成25年度　交通事故に係る弁護士相談日程
１．相談は無料です。
２． 弁護士相談については、相談を受けたい旨を、

必ず事前に各相談所に申し込んで下さい。
３． 時間に制限がありますので、定員になり次第、

締め切らせていただきます。
４． 下記の相談所では、交通事故相談員による相談

も受け付けております。相談時間等につきまし

ては、各相談所にお問い合わせ下さい。

　住民税の特別徴収とは、事業主（給与支払者）が、
所得税の源泉徴収と同じように、毎月従業員に支払
う給与から個人住民税（市町村民税＋県民税）を引
き去り、納入する制度です。地方税法第321条の 4
および町条例の規定により、所得税の源泉徴収義務
のある事業主は、原則として、全ての従業員につい
て、個人住民税を特別徴収していただくことになっ
ています。　
○必要な手続き　毎年1月 31日までに提出するこ
とになっている給与支払報告書（総括表）の空欄に
朱書きで『特別徴収希望』と記載の上、町までご提
出ください。 町が従業員ごとの個人住民税額を計
算し、5月中に特別徴収税額を通知します。
　税額の計算や年末調整などの手間はかかりません。
※詳しくは、役場税務課（☎６５－３６８６（直通））
まで

住民課からのお知らせ
［毎月５日はエコライフデー！］

総務課からのお知らせ
［交通事故に係る弁護士相談］

税務課からのお知らせ
［個人住民税の特別徴収のお願い］

Information from town 

支　　所 所在地 相談日 相談時間

大島支所
（県大島支庁）
☎ 0997-52-0999

〒 894-8505
奄美市名瀬
永田町 17-3

平成 26 年
２月 26 日（水）

午後 1 時～
午後 2 時
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前島　前島　實實
さねつぐさねつぐ

嗣嗣くん（赤連）くん（赤連）
（父　将太・母　恵理）（父　将太・母　恵理）

豊原　豊原　風風
ふうかふうか

花花さん(11歳）（左後）・さん(11歳）（左後）・天天
てんぺいてんぺい

平平くん（10歳）（右後）・くん（10歳）（右後）・

　　　　柚柚
ゆ ずゆ ず

子子ちゃん（８歳）（左前）・ちゃん（８歳）（左前）・地地
ちへいちへい

平平くん(５歳)(右前)くん(５歳)(右前)

（大朝戸）（大朝戸）

　正面に大きく「芭蕉翁」と記された芭蕉句碑は、芭

蕉翁没後百五十年の１８０９（文化六）年に建てられた。

当時の喜界島は、砂糖地獄といわれた薩摩の砂糖政

策に苦しめられた時代で、そのような時代に文学を嗜む

風雅な活動を続け、文化の灯をともす心があったことは

大きな驚きである。

　当初は、志戸桶集落の南西部にある保食神社にあっ

たが、風化されることを危惧した集落民は、１９９３（平

成五）年に現在の戦没者慰霊碑地内に移した。

　句碑には、１６８８（元禄元）年に三重県の伊賀上

野で芭蕉が詠んだといわれる句「春たちてまだ九日の

野山哉」が刻まれている。碑の裏には立派な俳号をつ

けた四句も記されているが、一部摩滅して判読できない。

【参考文献：喜界町誌】

( 父　芳宏　母　周子）( 父　芳宏　母　周子）
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喜界町の推計人口
（平成25年11月１日現在）

世帯数   ・・・・3,518 戸（△４）
人 口   ・・・・7,619 人（△ 13）

男   ・・・・3,691人（△ 2）
女   ・・・・3,928 人（△ 11）

（　）は前月比

住

所
湾

上
嘉
鉄

赤

連

島

中

中

里

志
戸
桶

嘉

鈍

川

嶺

手
久
津
久

中

里

羽

里

小
野
津

納付をお忘れなく！（12月）
【税】固定資産税第３期　12/25まで
【使用料】12月分公営住宅・簡易水道・
下水道使用料・保育料１/６まで
役場 1階会計又はお近くの金融機関で納めてく
ださい。納入はお早めに！！

　

満
面
の
笑
顔
で
「
今
、
と
て
も
幸
せ
な
ん
で
す
」
と
語
る
コ
ハ

リ
さ
ん
。
き
れ
い
好
き
な
コ
ハ
リ
さ
ん
の
日
課
は
、庭
周
辺
の
掃
除
。

楽
し
み
は
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
に
行
っ
て
得
意
の
『
算
数
』
を
す
る
こ

と
。
黒
糖
な
ど
の
甘
い
物
が
大
好
き
で
、「
い
っ
ぱ
い
食
べ
る
ん
で

す
よ
」と
微
笑
む
。
長
寿
の
秘
訣
は「
大
好
き
な
杏
露
酒
を
飲
む『
晩

酌
』
と
、『
魚
と
野
菜
中
心
の
食
生
活
』、『
規
則
正
し
い
生
活
』
と
『
く

よ
く
よ
し
な
い
こ
と
』
で
す
」
と
語
り
、
取
材
中
、
笑
顔
が
絶
え

ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
楽
し
く
長
生
き
し
て
く
だ
さ
い
。

■
寄
付
金

氏　
　

名

山
崎　
　

文

瀧　
　

ヒ
メ
子

野
間　

ヒ
デ

池
田　

秀
雄

嘉　
　

操
子

榮　
　

マ
ツ

吉
塚　

廣
次

浜
田　

イ
シ

郡　
　

き
よ

田
中　

彦
藏

惠
畑　

喜
子

河
野　

キ
ク

巴　
　

昭
良

野
田　

義
男

年
令

88
才

79
才

101
才

85
才

87
才

96
才

91
才

102
才

97
才

84
才

83
才

96
才

83
才

87
才

住

所

山

田

手
久
津
久

中

里

坂

嶺

浦

原

上
嘉
鉄

小
野
津

羽

里

川

嶺

城

久

中

里

中

里

赤

連

小
野
津

氏　
　

名

本
野　

結ユ
イ
ハ葉

相
良
信シ

ン
ノ
ス
ケ

之
介

吉
川　

芽メ

イ衣

嶺　

恵エ

リ

カ
里
花

實　

心コ
ハ
ナ花

手
島　

悠ハ
ル
キ喜

榊　
　

篤ア
ツ
ト人

保
護
者

･

厚

･
･

忠
之･

･

譲
治･

･

将
人･

･
浩
希･

･
圭
佑･

･

良
太･

住　

所

手
久
津
久

赤

連
湾

中

里
湾

赤

連
湾

■
香
典
返
し
（
敬
称
略
）

社
協
だ
よ
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※行事は変更になる場合があります。
　ご了承ください。

毎週月曜日は図書館休館日です。年末年始は、12月29日～1月3日まで休館
毎週土曜日14:00～はお話し会（図書館）です。
毎
毎

（平成 25年 12月21日～１月20日迄）

ひまわり第一保育所ひまわり第一保育所

ひまわり第一保育所ひまわり第一保育所

ひまわり第一保育所ひまわり第一保育所

のぞみ幼稚園のぞみ幼稚園

ひまわり第一保育所ひまわり第一保育所ひまわり第一保育所ひまわり第一保育所

ひまわり第二保育所ひまわり第二保育所

日 月 火 水 木 金 土
１２/21

●冬休みミニ図書
館フェスタ【図書館】
●クリスマスお楽し
み会（幼児・児童
向け）【図書館2階
13:00～16:30】

１２/22 １２/23 １２/24 １２/25 １２/26 １２/27 １２/28

１２/29 １２/30 １２/３1 １/１ 1/２ 1/３ 1/４
●平成 26 年
喜界町成人式
【 自 然 10:00
～ 11:30】

1/５ 1/６ 1/７ 1/８ 1/９ 1/１０ 1/１１
●消防出初式
【 グ ラ 10:00
～】

●体操教室【コ
ミ 19 : 00 ～
20:30】

● 体 操 教 室
【コミ9:30 ～
11:00】

1/１２ 1/１３ 1/1４ 1/１５ 1/１６ 1/１７ 1/１８
●精神デイケア【す
こ10:00～12:00】
●移動図書館　早
町小学校（１・２・３
年）第７期【13:00
～13:50】

●移動図書館
早町小学校（４・
５・６年）【13:00
～13:50】

●集団予防接
種【すこ14:45
～ 16:00】

● 1 歳半健診
【すこ13:15～】

●スポーツ少
年団認定員講
習会（～19日）
【喜界町】

1/１９ 1/20
● 母 子 相 談
【子育て支援
センター11:00
～ 12:00】

あゆみ幼稚園あゆみ幼稚園 ひまわり第一保育所ひまわり第一保育所のぞみ幼稚園のぞみ幼稚園 ひまわり第二保育所【提供写真】ひまわり第二保育所【提供写真】

あゆみ幼稚園あゆみ幼稚園

あゆみ幼稚園あゆみ幼稚園 のぞみ幼稚園のぞみ幼稚園

のぞみ幼稚園のぞみ幼稚園

ひまわり第二保育所ひまわり第二保育所ひまわり第二保育所ひまわり第二保育所

あゆみ幼稚園あゆみ幼稚園

のぞみ幼稚園のぞみ幼稚園

ひまわり第二保育所ひまわり第二保育所

あゆみ幼稚園あゆみ幼稚園

あゆみ幼稚園あゆみ幼稚園

のぞみ幼稚園のぞみ幼稚園
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